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発表内容 stx2c 遺伝子は毒素の力価が低く、医療機関で実施されるイムノクロマト

法や RPLA 法では検出できない場合があることが知られている。そこで今

回、福井県内における変異型 stx2 遺伝子保有大腸菌の分離状況等を調査し

た。 

菌株の由来は、有症者 178 名および無症状病原体保有者 23 名であった。

血清型は、O157:H7 が 130 株、O157:HNM が 32 株、O26:H11 が 14 株および

O145:HNM が 7株等であった。薬剤耐性状況は、Su17.4%、SM15.9%、ABPC15.4%

および TC8.0%の順で耐性を示した。ベロ毒素遺伝子型は、最初の PCR の

結果は、stx1+2 が 145 株、stx1 が 24 株、stx2 が 32 株で、変異型 stx2

遺伝子については、O157:H7 の 25 株、O157:HNM の 32 株および O8:H19 の

1株の計 58株から stx2c が検出された。stx2c が検出された株の 41.4%は、

stx1 を保有しない株であった。検査した他の変異型（2d、2e、2f）は検

出されなかった。stx2c 陽性となった株の PCR-RFLP の結果、stx1+stx2vha

が 32 株、stx1+stx2+stx2vha が 1 株、stx1+stx2vhb が 1 株、stx2+stx2vha

が 4 株および stx2vha が 20 株と判定された。血清型および PFGE パターン

が類似した株が一部で分離されたが、変異型 stx2 遺伝子保有株に特徴的

な傾向は見られなかったため、医療現場では変異型 stx2 遺伝子保有株を

見逃さないよう注意が必要である。 

 


